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序

日本建築学会関東支部では， 1963年以来，会員をはじめ建築構造に関心のある方々のために，

構造設計や計算の技法の普及を目指して，「構造計算のすすめ方」シリーズを刊行し，講習会を開

催してきました．そのーっとして， 1968年には，「鋼構造の設計Jが刊行されました．幸い，これ

らの講習会は回を重ね，テキス卜は増刷を繰り返すことができました．

しかし構造設計の技術，特に構造計算の実務は，コンビューターの普及によって大きく変容し

ました．そこで， 2002年には， 土記の「構造計算のすすめ方」シリーズの構想、を一新して，「学び

やすい構造設計」シリーズが誕生しました．この流れの中で， 2005年に，「鋼構造の設計Jの全面

改訂が行われ，題名を変えて「鉄骨構造の設計」が刊行されました．このとき，次の点に重点が置

かれました．

読者対象：既に建築構法および構造力学の基礎的な知識を持っていて，実務を始めようとして

いるか，あるいは実務を始めたばかりの技術者

意 図：実務に当たっての基礎的な技術の習得のために役立つこと

目 標：基本的普遍的な構造設計手法を用いて，良い設計ができること

建物対象：市中でよく建てられている鉄骨造の建物

その他：設計図書の作成，設計監理に関する章の新設

本テキストは，最新の鋼構造の設計指針や平成 19年（2007年）の建築基準法等の改正の内容を

盛り込んだ改定版であり，題名は前テキス卜と同じ「鉄骨構造の設計」であります．

以上のように本テキス卜は，実務の技術の習得を目指した， しかも最新の内容のものであります

ので，鉄骨構造の設計経験があまりない技術者にとって，とても頼りになるものと思います．また，

本テキストと講習会を通して，「良い鉄骨構造」が普及することを期待します．

最後に，このテキストの改定作業に当たられた関東支部講習会用構造テキス卜作成委員会委員お

よび執筆者の方々に深く感謝いたします．

2009年 1月25日

日本建築学会関東支部

支部長新宮清志



はじめに

このテキス卜は，日本建築学会関東支部が，主に会員を対象として，その技術向とのために行う

一連の建築構造設計講習会のためのテキス卜の一つです．日本建築学会（以下，本会という）の正

会員は，本会一般規則第 l条（正会員の資格）にあるとおり，建築に関する某本的な学識・経験を

有していると考えられます． しかし，現代の建築の領域は大変広く，その学術・技術の｜らjkは急速

です．対象分野を建築構造に限っても，その全分野に精通している技術者・研究者はいないと言っ

ても過言ではないでしょう．

しかし，構造設計実務者は，特別に高度なものは別として，いわゆる普通の建築物の構造設計は，

その構造種別によらず，大過なく行えなければならないはずです． しかし豪雪・強風・大地震な

どのたびに，かなりの建築物被害が生じています．それらの被害様相はさまざまですが，特に鉄骨

構造建築物にあっては，設計・施工関係者の技量次第でもっと被害を軽減できたのではなし、かと思

われるものがかなり見受けられました．このことは，多くの建築構造実務者が鉄骨樋造の実務技術

について， 一層研さん（鑓）を重ねなければならないことを示しているともいえますし，本会も実

務技術の普及に努めなければならないことを示しているともいえましょう．

ひるがえって，鉄骨技術の教育過程を見てみますと，多くの学校の建築専門課程で鉄骨構造が教

えられています．また，多くのいわゆる教科書が出回っています．それらを見ますと，そのほとん

どは鉄骨構造に関する学術・技術の初等または高度な知見の紹介となっているように思われます．

現代の構造設計・施工は学術・技術に立脚していますから，これらについて知見を深めることは大

切であり有一益です． しかし，構造設計およびその設計を実現させる技術は，学術的知見だけからは

得られません．ありふれた構造だからといって，健全な建築物が容易に実現できるものでもありま

せん．

本テキストは，多くの構造設計者が取り組む機会の最も多い種類の鉄骨造建設物，すなわち中低

層鉄骨ヒ畑ル建築を設計例 1とし，鉄骨造建築物の重要な用途でありながら近年その設計について学

習する機会が少ないクレーンっき小屋もの建築を設計例 2として，基本的構造知識を総合してこれ

らの鉄骨構造を確実に実現させる設計技術を示しています．これらの設計例は単なる構造計算例で

はなく， 5章までに解説した知見の総合例であり， 5章までの各章は設計例の構成要素の解説です．

したがって，各章は相互の連携を強く意図して記述されています．

この連携の結び目となっているのが，類書には見られない第 5章「設計図書作成から監理まで」

です．いうまでもなく，設計者は自分の設計A を鉄骨製作者を含む施工組織に正しく伝えなければな

りません．その主要な伝達手段が設計図書ですから，適切な設計図書の作成は設計者の必須の業務

です．一方，設計図書に示された設計を建築物として実現させることは施工者の役割ですが，その

段階での工事監理者の役割も重要ですから，その業務の解説を第 5章に盛り込みました．

以上の記述からわかるように，本書は構造学術書ではありません．またいわゆる初学者のための

教科書でもありません．鉄骨建築物の構造を健全に設計し，その設計を確実に実現させることを学
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びたい初級中級の構造技術者のための実務書です．本書は， もちろん講習会の席で使うテキストと

して書きFろしたものですが，わかりやすく学びやすく書いてありますから，講習会を離れても学

ぶことができると思います．本書が多くの構造技術者に活用されることを願L、ます．
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